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1.決算の概要

2 0 2 3 年 3 月 期
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通期業績

⚫ 通期の連結売上高は13,943百万円（前期比+31.2％）
営業利益は739百万円（前期比＋38.8%）。

⚫ 中期的な成長に向け順調に推移。
コロナ禍からの完全な市場回復に加え、
ユニット型組織による営業活動が効果を発揮。

過去最高の売上高、営業利益を達成

1.決算の概要
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全社経営関連

Purpose（パーパス） の制定

1.決算の概要

⚫ 中期の成長を実現するため、社会に対しどのような力を磨き、
どのような責任を果たすのかを、時代に合わせて再定義

（ 経 営 理 念 と V i s i o n を P u r p o s e に 統 合 ）

Hakuten’s Purpose

人と社会のコミュニケーションにココロを通わせ、
未来へつなげる原動力をつくる。
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事業戦略関連 （ 事 業 ト ピ ッ ク ス ）

⚫ ユ ニ ッ ト 型 組 織 に よ る 営 業 活 動 、 納 品 活 動 の 成 果

⚫ 特 に 「 B t o B マ ー ケ テ ィ ン グ 」 の カ テ ゴ リ ー が 計 画 を 大 き く 上 回 る

事業ユニット戦略における全カテゴリーで計画達成

1.決算の概要

⚫ イ ベ ン ト の サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 推 進 の た め 、
ゼ ロ ・ エ ミ ッ シ ョ ン 型 イ ベ ン ト の サ ー ビ ス 商 品 化 し 、 提 供 開 始

ゼロ・エミッション型イベント提供への注力開始

⚫ 博 展 主 催 の サ ス テ ナ ブ ル・ ブ ラン ド 国際 会 議 を ゼ ロ・ エ ミッ シ ョン で 実 施
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人材開発・経営基盤関連

1.決算の概要

⚫ 社 員 の 成 長 を 促 す た め 、 よ り 効 果 的 な 目 標 の 設 計 を 人 事 部 門 が 支 援
評 価 者 （ マ ネ ジ ャ ー ） 教 育 や 実 際 の 目 標 レ ビ ュ ー を 実 施

人事部門による、各部門社員の目標設計・運用支援開始

社内の ITシステム最適化プロジェクトスタート

サステナビリティ委員会の設置

⚫ よ り 高 い 業 務 効 率 と コ ス ト 抑 制 の た め 、 バ ッ ク オ フ ィ ス 、
及 び 事 業 現 場 で 利 用 す る 社 内 の I T シ ス テ ム 環 境 を 最 適 化 す る 計 画 を 開 始

⚫ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 経 営 を 推 進 す る た め に 当 委 員 会 を 設 置 、
今 後 、 人 的 資 本 や 環 境 配 慮 の 観 点 を 事 業 目 標 に 取 り 込 ん で い く
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2.業績、及び重要経営指標

2 0 2 3 年 3 月 期
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2.業績、及び重要経営指標

連結PL（通期）

売上高

営業利益

当期純利益

2022年 3月期 前年比

10,626

532

760

+31.2%

△27.2%

+38.8%

単 位 ｜ 百 万 円 2023年 3月期

13,943

739

553

売上高、営業利益ともに過去最高を更新
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11,777 

12,873 12,921 

7,272 

10,626 

13,943 

2018 2019 2020 2021 2022 2023

2.業績、及び重要経営指標

237

77

409

-189

760

553

過去最高の売上高、営業利益を更新

売上高 営業利益

455
523

645

-587

532

739 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2018 2019 2020 2021 2022 2023

当期純利益

（22年3月期は子会社売却に伴う特別利益あり）

連結PL（通期）
※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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商材別売上高（通期）

リアルイベント分野の売上高が大きく伸長

リアルイベント分野

10,561 百万円 前期比 +62.9%

1,487 百万円 前期比 △24.8%

1,696 百万円 前期比 △16.2%

商談会と大型のプライベートショーの売上高が進捗
展示会出展の領域は、引き続き好調

デジタル単体では減少だが、各種ハイブリッド化でリアルに含まれる形で顕著な需要

リアルイベントへの注力のため今期は減少だが、来期に向けて再注力していく

デジタル分野

商環境分野

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

10,561

1,487

1,696

198

リアルイベント

デジタル

商環境

その他

2.業績、及び重要経営指標
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［ 単 位 ： 百 万 円 ］商材別売上（四半期別 売上高推移）

2.業績、及び重要経営指標

リアルイベント分野がけん引し、下半期の売上高は過去最高

2,263
2,628

3,650

3,235

2,658

3,345
3,426

3,442

2,352

3,388

3,639
3,540

1,2531,337

2,105

2,574

1,474

2,358
2,561

4,231

2,883
2,734

4,075
4,249

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

■ リアルイベント ■ デジタル ■ 商環境 ■ その他

2018/3 2022/32021/32020/32019/3 2023/3
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3,202

6,483

10,561

2021 2022 2023

リアルイベント分野 通期売上高

リアルイベント分野 ［ 単 位 ： 百 万 円 ］

特 に 4 Q は B t o C の イベ ン ト、
企 業 の 商 談 会 、 プ ラ イ ベ ー ト イ ベ ン ト が 進 捗

• 大 型 の 商 談 会 、 プ ラ イ ベ ー ト イ ベ ン ト を 多 数 受 注

• B t o C 企 業 の イ ベ ン ト プ ロ モ ー シ ョ ン も 大 型 案 件 を 受 注

• 年 間 を 通 じ 、 展 示 会 出 展 の 案 件 需 要 は 回 復

株式会社オカムラ
スーパーマーケット・トレードショー2023

株式会社コーセー

JILL STUART POP UP SHOP

2.業績、及び重要経営指標

※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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デジタル分野 ［ 単 位 ： 百 万 円 ］

年 間 を 通 じ 、 オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト の 需 要 は 、
B t o C 、 B t o B 共 に 堅 調 に 推 移 。

• 4 Q は 、 大 型 の B t o B オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト を 納 品

• デ ジ タ ル 分 野 の 単 体 の 納 品 売 上 高 は 減 少 し た が 、
リ ア ル イ ベ ン ト に 含 ま れ る 形 で 需 要 は 高 ま っ て い る

1,907 1,976

1,487

2021 2022 2023

デジタル分野 通期売上高

2.業績、及び重要経営指標

三井不動産ビルマネジメント株式会社
オンライン配信

AGC株式会社
スペシャルサイト

※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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商環境分野 ［ 単 位 ： 百 万 円 ］

西川株式会社
福岡ショールーム

• B t o C 商 材 の 店 舗 の デ ザ イ ン ・ 施 工 、
企 業 シ ョ ー ル ー ム 等 、 多 様 な 案 件 を 納 品

• リ ア ル イ ベ ン ト へ の 営 業 注 力 に よ り 、
当 期 の 商 環 境 分 野 の 売 上 高 は 横 ば い だ が 、
次 期 に 向 け 活 動 を 積 極 化 、 需 要 は 高 ま っ て い る

売 上 高 は 前 期 を 下 回 る が 、 店 舗 、 シ ョ ー ル ー ム 等
来 期 に 向 け て の 需 要 は さ ら に 高 ま っ て い る

株式会社メトロアドエージェンシー

Cartier REFLECTING GARDEN

2,018 2,024

1,696

2021 2022 2023

商環境分野 通期売上高

2.業績、及び重要経営指標

野村不動産株式会社
プラウドシティ小竹向原マンションギャラリー

野村不動産株式会社
プラウドシティ小竹向原マンションギャラリー

※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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1,348

1,542

2,326

2,048

1,618

2,096

2,184

2,122

1,353

2,057

2,205

2,087

712 716
1,188

1,283

833
1,348

1,450

2,645

1,679
1,443

2,448

2,496

59.6%

58.7%

63.7%
63.3%

60.9%

62.6%
63.7%

61.6%

57.5%

60.7% 60.6%

58.9%

56.8%

53.5%

56.4%

49.8%

56.5%

57.2%

56.6%

62.5%

58.2%

52.8%

60.1%

58.7%

40%

45%

50%

55%

60%

65%
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外注費 外注比率

外注費並びに外注比率 （四半期別 推移）

売上高に伴い外注額も拡大傾向だが、その比率は抑制

2.業績、及び重要経営指標

2018/3 2022/32021/32020/32019/3

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

2023/3

※表示年度は、その年の3月を期末とします。
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中期の成長に向けて人的資本強化に引続き注力
また、業務効率化のための施策投資も促進

※ 外注費以外の売上原価並びに販売費及び一般管理費を費用構成として説明しています。

費用構成 （四半期別 推移）

245 253 275 299 254 278 285 335
244 263 271 297 275 238 286 262 206 240 280 356 360

334

470
434

76 65 66 71
68 68 72

90
75 94 79

123
59 53

56 50
20 28 32

98 49 44

61 96

607 648 673
780

655
701 726

798

711
789 776

851

646 665
666 705

581
650

665

663

721
767

827

975

0

500

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2.業績、及び重要経営指標

■ 人材・育成費（人件費＋労務費＋研修費） ■ 営業費 ■ その他の施策等の費用

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

2018/3 2022/32021/32020/32019/3 2023/3
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貸借対照表

区分 科目 2022/3月 2023/3月 増減（22年度末比）

　流動資産 4,105 4,019 -86

　固定資産 669 921 252

4,775 4,941 166

　流動負債 2,744 2,778 33

　固定負債 286 171 -114

3,030 2,949 -80

1,744 1,991 247

4,775 4,941 166

　負債合計

　純資産合計

　負債純資産合計

　資産合計

2.業績、及び重要経営指標

前年同時期比で、純資産額は2.47億増加
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受注高 （四半期別 推移）

2.業績、及び重要経営指標

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

175 
532 

77 
353 

943 

296 408 
761 

248 
507 306 

789 
164 

411 

356 
298 

461 

912 
305 

579 

594 218 
109 

360 

378 

895 

1,018 
1,008 

1,515 
1,726 

1,887 

2,280 

2,431 
2,326 

2,213 

3,821 

728 

1,884 
1,520 

1,716 

3,054 2,965 
2,672 

3,673 
3,316 

3,093 

2,672 

5,033 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2022/32021/3 2023/3

■ リアルイベント ■ デジタル ■ 商環境 ■ その他

営業活動に注力した結果、受注高は 4Qで大きく回復

※ FY2021及びFY2020には連結対象外となった株式会社アイアクトの受注高が含まれております。
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受注残高 （四半期別 推移）

989 1,083 
634 

356 

1,024 918 733 790 625 740 794 797 

404 
733 

676 

520 

629 767 
542 

664 791 616 309 338 

1,606 

1,726 

1,648 

1,233 

1,790 

2,363 
2,873 

2,132 
2,605 

3,023 

1,877 

2,628 

3,050 

3,597 

3,012 

2,154 

3,471 

4,078 4,188 

3,630 

4,063 
4,422 

3,019 

3,803 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2.業績、及び重要経営指標

※ FY2021及びFY2020には連結対象外となった株式会社アイアクトの受注残高が含まれております。

期末時点での受注残高は大きく回復

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

■ リアルイベント ■ デジタル ■ 商環境 ■ その他

2022/32021/3 2023/3
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1,939 

1,466 

1,949 
2,048 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2020 2021 2022 2023

顧客単価

617 

443 

520 

645 

0

100

200

300

400

500

600

700

2020 2021 2022 2023

顧客数
［ 単 位 ： 万 円 ］［ 単 位 ： 社 ］

顧客数、顧客単価共に順調に伸長

顧客数・顧客単価 （通期 推移）※単体

2.業績、及び重要経営指標

※顧 客 数 、 顧 客 単 価 共 に 、 展 示 会 事 業 に お け る 「 パ ケ テ ン 」 サ ー ビ ス の 小 規 模 顧 客 は 除 く

※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2020 2021 2022 2023

指名受注売上高 7,789 4,690 7,159 9,458

指名受注率 65.0% 72.2% 70.6% 71.6%

指名受注売上高・リピート受注売上高 （通期 推移）※単体

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2020 2021 2022 2023

リピート売上高 8,912 4,648 6,538 9,799

リピート率 74.4% 71.5% 64.5% 74.2%

［ 単 位 ： 百 万 円 ］指名受注売上高 リピート受注売上高 ［ 単 位 ： 百 万 円 ］

指名受注率、リピート売上率はともに高い水準を維持

2.業績、及び重要経営指標

※表示年度は、その年の3月を期末とする期間
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2 . 業 績 、 及 び 重 要 経 営 指 標

2 0 2 3 年 3 月 期 中期経営計画の進捗と要因のまとめ

2022年6月の公表計画を上回り、中期計画達成に向け順調に推移

［ 単 位 ： 百 万 円 ］

計画 実績
計画達成率

(%)

売 上 高 12,500 13,943 111.5%

営 業 利 益 700 739 105.5%

当 期 純 利 益 480 553 115.2%

計画達成の要因と状況2023年3月期 計画と実績

・ ユ ニ ッ ト 型 組 織 に よ る
営 業 活 動 の 成 果

・ 5 4 期 を 通 じ 、 コ ロ ナ 禍 の
影 響 か ら の 完 全 回 復

・ 特 に リ ア ル イ ベ ン ト 分 野 の
受 注 が 業 績 を け ん 引

・ 来 期 に 向 け 受 注 高 、 受 注 残 の
状 況 も 良 好
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3.事業トピックス

2 0 2 3 年 3 月 期
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全社経営関連

中長期の成長に向けて Purpose（パーパス） を制定

経営理念とVis ionをPurposeとして統合、
なにを磨き、なにを社会に価値として提供するかを明示

3.事業トピックス

|  社 員 を 巻 き 込 ん だ セ ッ シ ョ ン を 経 て 策 定

社員約70名が参加するワークショップを実施し、
博展の強みやありたい姿についてディスカッション
してPurposeを策定。23年12月期の全社キックオフ
でも、全社員参加のセッションを実施。

|  各 部 門 、 個 人 の 活 動 と 連 動 す る 運 用

個人のPurpose

セッション

23年12月期より、すべての活動をPurposeに連動さ
せます。全社戦略、各部門の活動、個人の目標等を
具体的に関連させて運用し、組織と個人の成長につ
なげていきます。

Image
ワーク

ワークショップ キックオフ 個人のPurposeや活動との連携部門戦略への連動



Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved. 26

人と社会のコミュニケーションにココロを通わせ、

未来へつなげる原動力をつくる。

Purpose

Communication Design®︎
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HOW

どんな活動をするか？

WHY

なんのために行うのか？

人と人をつなぐ

ココロを動かす

仲間とともにつくる

社会に好影響を与える

ポジティブな変化

活力あふれる人・社会

世の中を豊かにする

より良い未来につなぐ

人と社会のコミュニケーションにココロを通わせ、

未来へつなげる原動力をつくる。

このことを社会に約束し果たすために、現在より一歩踏み込んだチャレンジしていく

その手段が博展の Communication Design®︎

Purpose が示すこと
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事業戦略関連

事業ユニット戦略における全カテゴリーで計画達成

特に「BtoBマーケティング」領域がけん引
新規事業として推進している「中小展示会出展」領域も進捗

3.事業トピックス

2023/3 
（実績）

2023/3 
（前回公表計画）

B to B
マーケティング

B to C
マーケティング

中部・西日本市場

中小規模展示会出展

その他

125億
139億

BtoBマーケティング領域がけん引
「BtoBマーケティング領域」は、計画比116％
豊富な顧客資産からイベント需要回復に対応

新規事業の成長計画も達成
新規事業として推進している、
「中小規模展示会出展領域」も計画を大きく
上回り、展示会ブースを645件納品

※この展示会事業に含まれる「パケテン」による展示会ブース466件は、
経営指標としての顧客数には含まれません。
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事業戦略関連

ゼロ・エミッション型イベントへの注力開始

ゼロ・エミッション型インベントをサービス化してご提供を積極化

3.事業トピックス

|  ゼ ロ ・ エ ミ ッ シ ョ ン 型 イ ベ ン ト の サ ー ビ ス 化

廃棄物量の削減、CO2排出量の測定・抑制、
オフセットをサービスとして定型化し、
顧客提供を開始。既に実績は多数。

|  サ ス テ ナ ブ ル ・ ブ ラ ン ド 国 際 会 議 で の 実 践

博展が主催しているサステナブル・国際会議も、
ゼロ・エミッション型イベントとして実践。
詳細はこちら。

カーボンニュートラル

産業廃棄物の実質排出ゼロ

来場者が実施できる
カーボン・オフセットイベント の“CO2 排出量” と “ 埋め立て処分廃棄物排出 ” の

実質ゼロを実現するサービス

サービスのステップ

https://www.sustainablebrands.jp/event/sb2023/sustainability.html
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人材開発・経営基盤 戦略関連

人事部門による各部門社員の目標設計・運用支援開始

各部門に人事部門の担当を設け、マネジャーと連携

3.事業トピックス

人を育てることは、当社の最重要事

項の一つです。人材の育成を各部門

任せにせず、丁寧な目標設計とその

運用の支援で、組織の成長につなが

る個々の成長を促します。

|  当 施 策 の ポ イ ン ト

各部門に

人事部門から

担当を配置

グレード要件に

即した成長を促す

目標設計支援

エンゲージメント

サーベイを活用し

育成課題に対応

部門担当制 目標設計支援 HRシステム活用
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社内のITシステム最適化プロジェクトスタート

より高い業務効率とコスト抑制のため、
バックオフィス、及び事業現場の ITシステム環境を全体最適化

3.事業トピックス

生産性の向上は当社の事業におけ

る長年の命題です。社内のITシス

テムの最適化を起点に、BPRプロ

ジェクトと連携し業務フローの改

善、収益性の向上につなげます。
※BPRプロジェクト：業務フロー改善に取り組む社内の活動

|  当 施 策 の ポ イ ン ト

バックオフィス関連 事業現場関連

コミュニケーションツールの一新

工数管理ツールの導入

プロジェクト管理システム刷新

勤怠管理関連

財務・経理関連システム

各種ワークフローシステム

中期計画に合わせて推進

人材開発・経営基盤 戦略関連
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サステナビリティ委員会の設置

サステナビリティ経営推進のため、
人的資本や環境配慮の観点を経営活動に盛り込む取り組みを推進

3.事業トピックス

業界のリーディングカンパニーと

して、事業のサステナビリティを

推進しています。その実効性をよ

り高め、市場、社会から共感を得

られる経営を目指します。

|  当 施 策 の ポ イ ン ト

人材開発・経営基盤 戦略関連

テーマ

体制

□環境対応 □DE&I推進

□健康経営 □人材育成 等

委 員 長 ： 代 表 取 締 役 社 長 執 行 役 員 C O O 原 田

副 委 員 長 ： 取 締 役 執 行 役 員 C F O 田 中
執 行 役 員 C S u O 鈴 木
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2023年3月期 通期の事業トピックスのまとめ

3.事業トピックス

当年度も、中期的な成長のために、
各領域の戦略を決定・実行し、その成果を得ることができた

全社経営 事業戦略 人材開発戦略 経営基盤戦略

□代表取締役 社長の異動
新社長 原田の就任の決定

□企業 Purpose の制定
（経営理念・Visionの統合）

□新卒採用への再注力
新卒入社社員の本配属

□社員EXサーベイの開始

□ITセキュリティ診断の実施

□経営の多様性、透明性確保
・執行役員体制
・社外取締役が過半数の体制
・女性取締役の任用

□東京スクエアガーデンへの
オフィス移転決定
共創拠点の創設へ

□決算期の変更決定
（12月を期末とする）

□人事部門による目標の
設計・運用支援体制開始

□クリエイティブアワード受賞
・NY ADC賞 部門最高賞
・FRAME  AWARDS

□オウンドメディアリニューアル
「THINK EXPERIENCE（TEX）」

□Experiential Design Lab の
活動開始・成果

□T-CELL Tour の開始
（T-BASEにおけるサステナビリティ施策紹介）

□イベントのサステナビリティ
ゼロ・エミッション型イベント促進

□事業ユニット戦略の成果
（全カテゴリー計画達成）

□社内ITシステム最適化
プロジェクトの始動

□サステナビリティ委員会設置

□中期経営計画の公表
※事業計画及び成長可能性に

関する事項の進捗状況にて
2022年6月28日公表
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4.中長期の成長に向けて

2 0 2 3 年 3 月 期
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４．中長期の成長に向けて

現在

中期目標
現在の事業を追究し、

体験の価値を確立。

Purposeの実現

人と社会のコミュニケーションにココロを通わせ、

未来へつなげる原動力をつくる。

多様な事業、多彩なプロジェクトを通じ、

社会のコミュニケーションを変え、

より活力ある社会をつくる。

事業領域の拡大

中期目標は、Purposeを実現するための通過点

ま ず 現 事 業 の 提 供 価 値 を 追 究 し 、
市 場 か ら の 支 持 を 確 立 す る 。

2025年12月期

Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved. 35



Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved. 36

４．中長期の成長に向けて

Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved. 36

2025年12月期の経営目標とその達成戦略

経
営
目
標

成
長
戦
略

成
果
指
標

ー2025年 12月期 中期経営目標ー
独自の価値を持つCommunicat ion Des ignをチームで確立し、

市場の支持と共感を得て、博展のファンをつくる。

 売上高（売上高成長率）

より多くの顧客に支持され

市場を上回る成長となる

 売上総利益率

 営業利益額（利益率）

魅力（価値）を認めてもらい

高い利益率を保つ

 平均グレードの向上

 一人当たり利益額／年収増

市場に対してより高い価値を

発揮できる人材が育つ

 自己資本額

 時価総額

会社としての安定性

将来への投資基準を確立する

成長し続ける企業経営の基盤構築

価値を発揮できる人材を育てる組織
人材開発 戦略

経営基盤 戦略

・市場・顧客ごとの体験価値の追究

・体験の価値を証明する取り組み
・ゼロ・エミッション型イベントの提供

社会から支持・共感される

Communication Design 

社員がイキイキと働き

チームで成長できる環境

対 社会・市場 対 人・組織成長機会・やりがい

高い価値発揮

より高い価値を顧客に提供できる企業へ

事業ユニット戦略

体験価値の追究

事業効率の向上 ・マーケティング戦略・BPR 戦略

採用 育成 意欲

経営管理・財務 ガバナンス対応

※業績等、具体的な目標値は今後策定
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5. APPENDIX

2 0 2 3 年 3 月 期



2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3

会 社 概 要 ・ 沿 革
C O M PA N Y  P R O F I L E

2008
大阪証券取引所
「ヘラクレス」
(現：JASDAQグロース)

に株式を上場

2010
主催イベント事業
へ本格参入

2013
商環境事業を開始

2015
イベントプロモーション
事業を開始

デジタルマーケティング
サポートの提供を開始

カンファレンス・セミナー
のサービス提供を開始

サステナブルブランド
コミュニティ活動を開始

2017
株式会社スプラシアを
完全子会社化

2018
売上高が100億円を突破

2020
自社配信スタジオを開設し
オンライン配信事業を開始

・社名

・グループ会社

・創業 / 設立

・事業拠点

・従業員数

・資本金

株式会社博展 / Hakuten Corporation

株式会社スプラシア

株式会社ニチナン

1967年 / 1970年

東京本社 / 西日本事業所 / 中部営業所

制作スタジオ（東京・大阪）

連結 406名

1億9,033万円

Our History

・売上高の推移

※ 2023年3月時
点

2022/3 2023/3）

3,351

3,565

3,455

3,787

3,970

4,922

5,604

6,261

8,088

9,268 7,272

10,626

12,873

12,921

11,777

13,943

2021
株式会社ニチナンを
完全子会社化
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事 業 環 境
BU S I N E S S E N V I R O N M E N T

“ 体 験 ” へ の ニ ー ズ は さ ら に 高 ま る が 、 お 客 様 の 課 題 解 決 支 援 の た め に は 、

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 、 デ ジ タ ル 化 や 市 場 志 向 潮 流 な ど 、 様 々 な 変 化 に 対 応 す る 必 要 。

“体験”へのニーズの高まり

ビ ジ ネ ス の 成 果 に つ な が る
質 の 高 い 体 験 へ の ニ ー ズ が 高 ま る 。

デジタル化の促進

イ ベ ン ト に お け る デ ジ タ ル 融 合 、
デ ジ タ ル メ デ ィ ア 活 用 が 進 む 。

市場志向の変化・多様化

Z 世 代 の 台 頭 、 一 方 で シ ニ ア 市 場 の 拡 大 等
社 会 志 向 の 大 き な 変 化 と 多 様 化 が 進 む 。

グローバル化

コ ロ ナ 禍 で 停 滞 も 、 中 期 的 に は 、
日 本 企 業 の グ ロ ー バ ル 化 が 必 要 。

ー 市 場 の ニ ー ズ ー

時 代 の 変 化 に 対 応 し 、 複 雑 な 課 題 を と も に 解 決 す る パ ー ト ナ ー が 求 め ら れ て い る 。

事 業 環 境

事 業 環 境 の 整理と 市場（ 顧客） のニー ズ

サステナビリティ対応が前提に

事 業 活 動 に お い て 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ を
考 慮 し 、 実 行 す る こ と が 基 本 の 世 の 中 に 。
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“ 体 験 の 創 造 ” を 基 軸 に 、

高 い 成 果 を 生 み 出 す エ キ ス パ ー ト

益 々 注 目 度 の 高 ま る “ 体 験 の 創 造 ” に 強 み を

持 ち な が ら も 、 単 な る 制 作 に 留 ま ら ず 、 総

合 的 に 顧 客 の 課 題 解 決 へ 導 き ま す 。

お 客 様 の 課 題 解 決 を 上 流 の 戦 略 面 か ら サ

ポ ー ト す る と 共 に 、 ク オ リ テ ィ の 高 い 制 作

実 行 ま で 提 供 す る こ と で 、 成 果 の 最 大 化 を

実 現 で き ま す 。

競 合 分 析 と 自 社 の ポ ジ シ ョ ン

事 業 環 境
BU S I N E S S E N V I R O N M E N T

課 題 解 決
（ マ ー ケ テ ィ ン グ ）

価 値

制 作 実 行
価 値

メ デ ィ ア 基 軸 体 験 基 軸

“ 体 験 ” を 基 軸 に し な が ら も

総 合 的 な 課 題 解 決 力 を 持 つ

大 手 広 告 代 理 店

大 手 印 刷 会 社

旅 行 代 理 店

地 域 特 化 型
制 作 会 社

中 小
広 告 代 理 店

※ディスプレイ業界とは建物の内装や展示を中心としたデザインを行う会社群、業界のことを指します。

※
デ ィ ス プ レ イ 業 界
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事業ユニット戦略 ｜ 市場・顧客にあわせた体験価値の追究

成 長 戦 略
G R O W T H  S T R A T E G Y

2022年4月1日より「施設・環境開発」市場をターゲットとしたユニットを「BtoBマーケティング」「BtoCマーケティング」のユニットへそれぞれ統合、再編しております。
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市 場 ・ 顧 客 の 特 徴 ご と に 、 営 業 、 ク リ エ イ テ ィ ブ 、 制 作 ・ プ ロ ダ ク ト マ ネ ジ メ ン ト の
３ つ の 機 能 が 一 体 と な り サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 ユ ニ ッ ト 戦 略 を 推 進 し て い ま す 。

独自の体験価値の追究

顧客・市場

•BtoBマーケティング市場

•BtoCマーケティング市場

•中部・西日本エリア市場

•中小展示会出展

•サステナブルイベント

事業ユニット

制作

プロダクトマネジメント

サステナビリティクリエイティブ

営業・プロデュース 市場カテゴリー



本 資 料 は 、 情 報 提 供 の み を 目 的 と し て 当 社 が 作 成 し た も の で あ り 、 当 社 の 有 価 証 券 の 買 付 け ま た は 売 付 け 申 し 込 み の 勧 誘

を 構 成 す る も の で は あ り ま せ ん 。

本 資 料 に 含 ま れ る 将 来 予 想 に 関 す る 記 述 は 、 当 社 の 判 断 及 び 仮 定 並 び に 当 社 が 現 在 利 用 可 能 な 情 報 に 基 づ く も の で す 。 将

来 予 想 に 関 す る 記 述 に は 、 当 社 の 事 業 計 画 、 市 場 規 模 、 競 合 状 況 、 業 界 に 関 す る 情 報 及 び 成 長 余 力 等 が 含 ま れ ま す 。 そ の

た め 、 こ れ ら の 将 来 予 想 に 関 す る 記 述 は 、 様 々 な リ ス ク や 不 確 定 要 素 に 左 右 さ れ 、 実 際 の 実 績 は 将 来 に 関 す る 記 述 に 明 示

ま た は 黙 示 さ れ た 予 想 と は 大 幅 に 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

本 資 料 に は 、 当 社 の 競 争 環 境 、 業 界 の ト レ ン ド や 一 般 的 な 社 会 構 造 の 変 化 に 関 す る 情 報 等 の 当 社 以 外 に 関 す る 情 報 が 含 ま

れ て い ま す 。 当 社 は 、 こ れ ら の 情 報 の 正 確 性 、 合 理 性 及 び 適 切 性 等 に つ い て は 検 証 に 限 界 が あ る た め 、 い か な る 当 該 情 報

に つ い て こ れ を 保 証 す る も の で は あ り ま せ ん 。

な お 本 資 料 に つ き ま し て は 、 毎 事 業 年 度 末 後 、 6 月 末 ま で に 最 新 の 状 況 を 反 映 し た 内 容 で 開 示 す る こ と を 予 定 し て お り ま す 。

本 資 料 の 取 り 扱 い に つ い て

42Copyright © HAKUTEN Corporation All Rights Reserved.


